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平成 27 年度（2015 年） ダイジェストレポート（後期） 
報告事項 

・ホイドウア村医療チーム調査活動 

   
ホイドウア村（地域巡回医療団による家庭訪問）・問診・個別調査 

 

   
障害児の家庭                   保育児の健康調査                 薬の使用方法説明中 

 

    
    農業センターの落花生の収穫     転換事業開始当時から６年目のマンゴー今年から市場に出荷した    調査を終え帰宅中の佐伯 

 

   
村での長老の仲間入り（佐伯）伝統の儀式 村人全員によるお祝い（新米収穫祭） 

http://www.shanti-yamaguchi.com/


   
     医療巡回チームプロジェクト朝礼                      問診順番待ち                         民族語（モン語）⇔タイ語 

 

・12 月 29 日～30 日ホイプム村住民農業研修（報告書参照） 

今年度農業開発推進プロジェクトは、ホイプム村住民 41 名とスタッフ 3 名（合計 44 名）がチェンライ県チェンラ

イ郡バーンドゥー地区ドゥー村へのスタディーツアーを実施した。 

   
道が狭いため村のピックアップに分乗         サーム・タイヤイ氏の畑                 農薬・肥料の説明 

   
皮むき                   洗い                   出荷 

   
ギティサック・ルンアナンチャイ氏の畑                                                        繁殖植え付け説明       

 

・1 月 5 日～15 日「ピーマイ・モン」hmong 族のお正月（ホイプム村・ホイドウア村合同） 

 
 

    



来賓を迎えてのオープニングセレモニー        集団お見合い（毬投げ）               纒射 

   
 水運びリレー                         バレーボール交流              給食のおもてなし 

 

・2 月 27 日シャンティ学生寮 20th 記念式典 

 
参加者：在寮生・同窓生・ボーカン村・センサイ村（各村長役員）ポンラチャダーピセークー学校長、教員・父兄・SVA、SAF各代表、関係職員・

シャンティ山口・山口県曹洞宗青年会、総勢 180 名 

   
「ようこそ」歓迎看板            お迎え（寮生・同窓生）           青年会による式典 

 

  
角代表より感謝状贈呈（ＳＡＦガラン・シャンティ山口ジッポン）            地元各寺院による祈念法要 

 

・3 月 8 日～16 日保健衛生・農業 戸別面談聞き取り調査（シャンティ山口アドバイザー 保健師 松浦和子） 

   



   
 

    
eco トイレ管理状況（最優秀モデル）処理槽部分                                     畑処理部分 

 

   
保育園での教材取扱説明（広島大学付属中学校生徒による作品）教材を使っての実践状況               衛生教育状況調査確認 

  
   広島大学付属中学校の作品（敷物・クレパス）プレゼント                                 ホイドウア村保育園 

 

全体を通じて、活動地域の人々や社会に与えた影響・生じた変化、またその普及の程度 
・これまでのトウモロコシ栽培から樹木への転換が急激に目に見え始め大きな成果をもたらしたことが解る。 

・村人も、自分達が住みたいこの村、一旦諦めていた村の情景やコミュニティを自分達の力で取り戻すことができ、

これからようやく本格的軌道に乗ることができた喜びはこれからの事業への希望と活力になった。 

・「地球環境基金の助成事業」で採用認知され、また、連続的に事業を継続展開していることが評価されると共に知名

度が上がり団体の発展活性化に繋がっている。 

・「Green Fund」「緑の募金」国土緑化推進機構より平成 27 年度採択され事業実施を終えた。（３年継続可能事業で

あり今後も要望を予定している。） 

・スタディーツアーは計画どおり実施することができた。本受業は、大学にとっては、環境教育・異文化交流・現地

大学との共同学習としても最適であり、また、フィールドワークを通しての地域住民との交流活動は、貴重な体験学

習として今後の継続が望まれている。 

 

～環境支援募金にご協力をお願いします。～  20160331saeki 


